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NIAESトピックス

公開セミナー「農業分野におけるメタゲノム解析技術の応用の可能性」

報　告

メタゲノム解析技術とは、ある環境を構成する全ての
生物に由来するDNA(メタゲノム)を取得し、そこから新
規遺伝子を探索したり、その環境中に生息する生物の種
類や機能を解明しようとする新しい技術です。この技術
を用いれば、これまで培養できないが故にそのほとんど
が手つかずだった環境中に生息する微生物、その全てを
研究対象にすることができるのです。この技術は、今の
ところ、主に比較的解析しやすいヒトの腸内微生物や、
水中に生息する微生物の解析に用いられています。とこ
ろが、土の中にも、空中の窒素を固定して作物に養分を
供給したり環境汚染物質を分解し浄化したりする微生物
や、肥料の分解や作物病害を起こしたり、温室効果ガス
を発生させたりする多くの微生物が生息していて、農業
や地球環境に様々な影響を及ぼしています。

本セミナーは、メタゲノム解析手法の農業分野におけ
る応用の可能性を検討するため、平成20年12月17日、
つくば国際会議場で117名が参加して開催されました。
セミナーでは、当所でこれまで行われてきたメタゲノム
関連研究が紹介されたあと、ヒト腸内、および植物根圏
のメタゲノム解析結果、土壌の硝化・脱窒に関わる遺伝

子や各種有用遺伝子のメタゲノムからの探索に関する研
究が紹介されました。また、セミナー最後の総合討論では、
当所が現在取り組んでいる農耕地土壌のDNA情報および
土壌情報を蓄積したデータベースを、最新のメタゲノム
解析技術と結びつける重要性が指摘されました。

（生物生態機能研究領域　藤井 毅）

報　告

NIAESトピックス

公開セミナー「新規アレロケミカルの探索と利用」

平成２１年１月１８日（日）午後、つくば国際会
議場「エポカルつくば」において、農業環境技術研究
所主催の公開セミナーが開催されました。

近年、アレロケミカルに関する研究が進み、植物が
身を護ったり、相互に情報交換したりする手段として
認識されるようになってきました。こうした物質から、
新規の生理活性物質の開発や、このような成分を含む
植物自身をカバークロップとして直接利用した、環境
に安全な農業と安全な食料の生産が期待されます。農
環研では、これに関連した研究として、平成20年度
に生研センターの競争的研究資金「イノベーション創
出基礎的研究推進事業」に「アレロケミカルの探索と
利用」の課題で採択され、10月から研究を開始しま
した。このプロジェクトは、海外を含めた未知の植物
から新たなアレロケミカルを探索・利用することを目
的としており、その中で国際共同研究も実施されます。
そこで、今回は、モンスーンアジア地域の植物資源が
豊富な国の研究者を招へいし、それぞれの国における
研究の現状を発表していただき、今後の共同研究の方
向について討議しました。

まず、農環研の田中宥司研究コーディネータの開
会挨拶に続き、上記プロジェクトの研究代表者である

藤井義晴上席研究員（生物多様性研究領域）が、プロ
ジェクト研究の概要および本セミナーの目的を紹介
しました。引き続き、パキスタン（イブラール・シ
ンワリ博士：パキスタン国立自然史博物館副学芸員）、
タイ（ジャルンヤ・ピンスーパ女史：タイ国農務省植
物防疫局雑草防除専門官）、イラン（マジード・アジ
ジアラニ博士：フェルドウシ大学准教授）、マレーシ
ア（バキ・ビン・ベイカー博士：マラヤ大学教授）よ
り、各国のアレロケミカル研究の現状と今後の課題に
ついて報告されました。

総合討論では、モンスーンアジア地域の近接する
地域における共通の植物とその成分について、薬用植
物に強いアレロパシー活性がある傾向について討議
され、日本の天然物質の同定と有機合成に対する期待
について発言がありました。また、今後のこの分野に
おける共同研究について、ＭOU（研究覚え書き）の
締結を目的とした具体的な意見交換がなされました。

日本からは、農業環境技術研究所のほか、筑波大学、
徳島大学、九州大学、および民間企業など、全国から
参加者がありました。

（生物多様性研究領域　藤井 義晴）
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